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研究成果の概要（和文）：本研究では、ウシインターフェロン(IFN)-τ構成アミノ酸配列の探索を目的として化
学合成ペプチドによる活性化の可否を検討した。
化学合成した11種のペプチドを単独、または混合して子宮内膜細胞に添加し、IFN活性化指標であるMX1, 2、
ISG15の遺伝子発現よりIFN-τ活性を評価した。次に、組換えIFN-τとペプチドの同時添加でIFN-τの競合を評
価した。組換えIFN-τ添加によりISGs発現量が増加したが、ペプチド単独添加、組換えIFN-τとペプチドの同時
添加によるISGs発現効果は見られなかった。今回合成したペプチド配列は、立体構造の変化により受容体への結
合能を失った可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present research is to search the activities of synthetic
 peptides constituting IFN-τ for a possible substitution for recombinant IFN-τ. Eleven peptides 
(long chain: 27-28 aa, short chain: 7-17 aa) have been chemically synthesized from amino acid 
sequence and structure of IFN-τ. Each or mixed peptides or recombinant IFN-τ were added to 
cultured bovine endometrium stromal cells to detect the expression of MX1, 2 and ISG15 that belong 
to interferon-stimulated genes (ISGs). Next, each or mixed peptides were added to the cells with 
recombinant IFN-τ and expression of ISGs was evaluated.IFN-τ significantly stimulated ISGs 
expression, whereas all single or mixed peptides did not. Addition of single or mixed peptides did 
not show the inhibitory effect of IFN-τ.These result suggest that synthetic peptides would not have
 agonist and antagonist ability or binding to IFN receptor by the possible structural change.

研究分野： 家畜繁殖

キーワード： インターフェロンτ　子宮内膜細胞
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様 式

１．研究開始当初の背景
 

 受精卵移植利用による子畜生産技術は過

去 20

な位置を占め、育種改良にも大きく貢献して

きた。しかし、依然として新鮮胚移植の受胎

率は

停滞しており、さらなる受胎率向上に対する

技術開発が大いに期待されている。

着床前期の胚から産生され、子宮細胞上にあ

る I型

娠シグナルとして知られている。

妊娠シグナル伝達機構の解明や胎率向上を

目的とした妊娠シグナル増強投与など、多岐

にわたっての研究への利用、あるいは胚移植

時に投与するという活用としてその研究ニ

ーズは高い。

現在

系により組換え合成されたタンパク質が国

内外で用いられている。しかし、国内ではご

く一部の研究機関で合成系を持つのみで、基

礎研究や生体投与するに十分な量を確保で

きていない

特に生体投与実験へ使用する際には、より慎

重な手続きが必要となる。このため高い需要

があるにもかかわらず、一時行われていた研

究への活用に大いに制限となり、支障をきた

している。

 

２．研究の目的
 

本研究では、細胞接着

グナル活性最少ペプチド配列の両側に単独、

または連続して配置させたハイブリッドペ

プチドを化学合成し、上皮細胞上の細胞接着

因子受容体との結合性を高めることで

容体との結合を強化・上皮細胞表面局所濃度

を高める新たなシグナルを構築することを

目的とした。

 
３．研究の方法
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受容体に類して、二



量体の受容体と結合するフィブロネクチン

は、連続したアミノ酸配列が活性リガンド領

域を持つため、その活性リガンド領域をもつ

ペプチドが可能であった。これに対して、

IFN-τは、離れた幾つかの場所に活性リガン

ド領域をもつ可能性があり、その活性を有す

る構造ペプチドは、タンパク質の立体構造及

び離れた複数個所の活性リガンド領域を保

持している必要がある。今後は長鎖ペプチド

による複数個所の活性リガンド領域の検討

が必要であると考えられる。 
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